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Abstract　

We investigated the mammalian and reptile fauna on three desert islands, Oh-shima, Suzu-shima and Mie-jima 

Islands, in Kumano-nada Sea from 2018 to 2021. Four mammal species, namely the large field mouse (Apodemus 

speciosus)，the raccoon dog (Nyctereutes procyonoides), the sika deer (Cervus nippon) and the wild boar (Sus scrofa), 

were confirmed. Four reptile species: the Japanese rat snake (Elaphe climacophora), the Peters' odd-scaled snake 

(Achalinus spinalis), the Japanese striped snake (Elaphe quadrivirgata) and the Far Eastern skink (Plestiodon finitimus), 

were also recorded. The large field mouse from Suzu-shima Island, the wild boar and the Japanese rat snake 

from Mie-jima Island, are the first records for each island. Serious damages to the vegetation by sika deer were 

confirmed on Suzu-shima and Mie-jima Islands.  
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はじめに

　三重県熊野灘沖の無人島に生息する哺乳類と爬虫類

については，1980 年代までは大島（紀北町）で岡田・

角田（1959）が，鈴島（紀北町）で清水（1989）がア

オダイショウ Elaphe climacophoraの記録を報告してい

るに過ぎなかった．しかし，2000 年代以降，精力的

な調査が行われ，過去の記録とともに清水ら（2019）

が報告している（表 1）．

　それによれば，今回，筆者らが調査対象とした大島

（図 1）では，哺乳類はドブネズミ Rattus norvegicus，

爬虫類はアカウミガメ Caretta caretta（産卵のため

の上陸），ニホントカゲ Plestiodon japonicus，タカ

チホヘビ Achalinus spinalis およびシマヘビ Elaphe 

quadrivirgata，鈴島では，哺乳類はニホンジカ Cervus 

nipponおよびイノシシ Sus scrofa，爬虫類はアオダイ

ショウ，見江島（南伊勢町）では哺乳類はニホンザル
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Macaca fuscata，アカネズミ Apodemus speciosus，タヌ

キ Nyctereutes procyonoidesおよびニホンジカ，爬虫類

ではニホントカゲ，タカチホヘビおよびニホンマムシ

Gloydius blomhoffiiの生息が確認されている．

　筆者らは三重県総合博物館の調査事業の一環として

2018，2019 年および 2021 年に大島，鈴島および見江島

に上陸して調査を行い，これら 3島における哺乳類お

よび爬虫類相について若干の知見を得たので報告する．

  なお，本報告では，哺乳類の学名および和名につい

ては Ohdachi et al. （2015）に，爬虫類については原

則として日本産爬虫両生類標準和名リスト（2024 年 3

月 11 日版）（https://herpetology.jp/wamei/pdf_ja.php　

2024 年 10 月 1 日最終確認）に準じたが，前出のニホ

ントカゲについては出典（清水ら 2019）に従った．

種 大島 鈴島 見江島
哺乳類
　ニホンザル    ○
　アカネズミ  ●       ○
　ドブネズミ    ○
　タヌキ ●○
　ニホンジカ ●○ ●○
　イノシシ ●○ ●    
爬虫類
　アカウミガメ*    ○
　ヒガシニホントカゲ** ●○ ●○
　タカチホヘビ ●○    ○
　アオダイショウ △    ○ ●    
　シマヘビ ●○
　ニホンマムシ    ○

表1．大島，鈴島および見江島で確認された哺乳類と爬虫類．

●，本調査で確認された種；○，清水（2019）による記録；
△，岡田・角田（1959）による記録．
*産卵のための上陸確認．
**清水ら（2019）ではニホントカゲ としてPlestiodon japonicus

扱われている.

表 1．大島，鈴島および見江島で確認された哺乳類と爬虫類．

鈴島 大島

見江島

図１

34°30’N

136°30’E
図 1．調査地位置図（三重県）．
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調査地および方法

　調査地は，三重県北牟婁郡紀北町の大島，鈴島お

よび度会郡南伊勢町の見江島である（図 1, 2）．こ

れらはいずれも熊野灘に浮かぶ無人島で，スダジイ

Castanopsis sieboldiiやタブノキ Machilus thunbergiiな

どの常緑広葉樹が優占する森林に覆われている．本土

部からの最短直線距離はそれぞれ約 5560 m，400 m

および 50 m，面積はそれぞれ約 10 ha，24 ha および

34 ha，最高地点の標高はそれぞれ約 90 m，100 m お

よび 150 m である．3 島のうち，鈴島には海跡湖があ

り，南部にはヒノキ Chamaecyparis obtusa人工林も存

在する．

　調査は以下の日程で行われた．

　大島：2018 年 9 月 19 日．

　鈴島： 2018 年 9 月 20 日，2019 年 6 月 18 日，2019

年 10 月 28 日，2019 年 11 月 27 日，2019 年

12 月 9 日，2021 年 10 月 5 日，2021 年 10 月

8 日 .

　見江島：  2019 年 9 月 10 日，2019 年 9 月 11 日，

2019 年 11 月 1 日．

　原則として9時30分頃から14時30分頃まで踏査し，

目視によって確認できた種と個体数を記録した．また，

爬虫類の一部を手捕りした．さらに，2021 年 10 月 5

日の鈴島における調査ではシャーマン・トラップ，ピッ

トホール・トラップおよびトカゲ・トラップ（2ℓ用ペッ

トボトルの上部 1/3 程度を切り取り，内側に向けロー

図 2．調査地の全景および林況．
　　　 a，大島（2018 年 9 月 19 日，大島康宏撮影）；b，大島の林況（2018 年 9 月 19 日撮影）；

c，鈴島（2018 年 10 月 22 日，大島康宏撮影）；d，鈴島の林況（2018 年 9 月 20 日撮影）；
　　　e，見江島（2019 年 9 月 11 日，大島康宏撮影）；f，見江島の林況（2019 年 9 月 10 日撮影）．
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ト状にして取り付けたもの）を設置し，同月 8日に回

収した．捕獲した個体は標本として三重県総合博物館

で保管している．

結果と考察

　記録は，調査地（島）ごとにまとめ，個体数，確認

方法，採集者 ,  確認（採集）年月日の順に記し，表 1

にまとめた．なお，目視での確認については，筆者ら

によるものである． 

哺乳類Mammalia

アカネズミ Apodemus speciosus

　 鈴島：1 ex., 捕獲（MIE-Ma0000985，採集者：田村・

佐野），2021 年 10 月 8 日（図 3a，3b）．この個体は

海跡湖近くの広葉樹林内において，シャーマン・ト

ラップで捕獲された．その頭胴長，後足長（爪なし），

頭骨全長および脳函高はそれぞれ 92.3 mm，22.5 

mm，29.9 mmおよび 10.3 mmであった．

タヌキ Nyctereutes procyonoides

　 見江島：1 ex., 目撃，2019 年 9 月 10 日；タメ糞およ

び足跡確認（図 3c，3d），2019 年 9 月 10 日，2019

年 9 月 11 日，2019 年 11 月 1 日．個体は島東岸の砂

浜で目撃された．同海岸では多数の足跡が確認され，

隣接する広葉樹林の林縁でタメ糞も見られた．

ニホンジカ Cervus nippon

　 鈴島：フン（図 3e）・鳴き声確認，2019 年 10 月 28 日；

3 exs.（幼獣含む），目撃，2021 年 10 月 8 日．鈴島

では広い範囲でフンが見られ，鳴き声も聞かれた． 

イノシシ Sus scrofa

図 3．三重県紀北町の大島，鈴島，南伊勢町の見江島で確認された哺乳類．
　　　 a，アカネズミ（鈴島，2021 年 10 月 8 日捕獲）；b，アカネズミの頭蓋骨（鈴島，2021 年 10 月 8 日捕獲）；
　　　c，タヌキのタメ糞（見江島，2019 年 9 月 10 日撮影）；d，タヌキの足跡（見江島，2019 年 9 月 10 日撮影）；
　　　 e，ニホンジカのフン（鈴島，2019 年 12 月 9 日撮影）；f，イノシシの頭骨（鈴島，2021 年 10 月 5 日）；
　　　 g，イノシシのフン（見江島，2019 年 9 月 10 日採集）；h，ニホンジカによるハマナツメの剥皮跡（鈴島，

2018 年 9 月 20 日撮影）；i，クマネズミ属 Rattusのものと思われるフン（鈴島，2019 年 10 月 28 日採集）．
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　 鈴島：フン確認，2019 年 10 月 28 日；1 ex., 目撃，

2019 年 12 月 9 日；1 ex.（幼獣），頭骨拾得（MIE-

Ma0000984, 採集者：稲垣）（図 3f），2021 年 10 月 5日．

　見江島：フン確認（図 3g），2019 年 9 月 10 日．

　 　フンは鈴島，見江島とも広葉樹林内で確認した．

鈴島においてはヒノキ人工林内で頭骨を拾得し，広

葉樹林内を走り去る個体を目撃した．

　これらのほか，鈴島および見江島においてはニホン

ジカの食痕（図 3h）や角擦り痕，イノシシによるも

のと思われる「掘り返し跡」をいずれの調査日におい

ても確認した．

 　なお，ドブネズミについては，過去に記録のある

大島（清水ら 2019）に加え，鈴島と見江島において

も本種の可能性があるフン（図 3i）を確認し，採取し

たが，種の特定はできなかった．

　見江島で過去に記録のあるニホンザルの生息は確認

できなかった．

　清水ら（2019）によってすでに報告されていること

であるが，本土部から近い鈴島と見江島では哺乳類（タ

ヌキ，ニホンジカおよびイノシシ）の渡島が確認され

た．鈴島ではニホンジカとイノシシの幼獣も確認され，

島内で繁殖していることが示唆された．同島ではニホ

ンジカによるハマナツメ Paliurus ramosissimusなど希

少種を含む植生の食害が報告されており（清水・山本 

2006；清水ら 2019），今回の調査でも下層植生の食害

や成木の樹皮食害が広く確認され，その深刻さがうか

がわれた．

爬虫類 Reptilia

ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus

　 大島：島内のいたるところで多数を目撃，うち 1頭

を捕獲（MIE-Re0000228，採集者：佐野）（図 4a，

4b），2018 年 9 月 19 日．

　 見江島：島内のいたるところで多数を目撃，うち 3

頭を捕獲（MIE-Re0000230-MIE-Re0000232，採集者：

大島康宏・田村・佐野），2019 年 9 月 10 日，2019

年 9 月 11 日．

タカチホヘビ Achalinus spinalis

　 大島：2 exs., 目撃，うち 1 頭を捕獲（MIE-Re0000229，

採集者：佐野）（図 4c），2018 年 9 月 19 日．いずれ

の個体も林内の漂着ゴミの下で確認された．

アオダイショウ Elaphe climacophora

　 見江島：1 ex.（幼蛇），捕獲（MIE-Re0000233，採集者：

大島康宏）（図 4d），2019 年 11 月 1 日．林床を移動

する個体を捕獲した．

シマヘビ Elaphe quadrivirgata

　 大島：1 ex., 目撃，2018 年 9 月 19 日．林床を移動

する個体を目撃した．

　今回の調査において，過去に記録のある大島のアカ

ウミガメとアオダイショウ，鈴島のアオダイショウ，

見江島のタカチホヘビとニホンマムシは確認できな

かった．なお，清水ら（2019）は大島および見江島に

おいてニホントカゲ Plestiodon japonicusの記録を報告

しているが，本調査で得られた個体は Okamoto and 

Hikida（2012）に記載された分布域と頭部の前額板の

配列からヒガシニホントカゲとして扱った．また，フ

ンや食痕および掘り返し跡が広く確認され，鈴島と見

江島にはイノシシが上陸し，すでに定着していると考

えられた．イノシシは雑食性でヘビ類も捕食するため

（Schley and Roper 2003; 阿部 2008; 木場ら 2009），両

島ではヘビ類に対するイノシシの高い捕食圧があるの

かもしれない．

　以上の記録のうち，鈴島におけるアカネズミ，見江

島におけるイノシシおよびアオダイショウの記録はそ

れぞれの島における初めての記録である． 

　今回の調査はきわめて断片的なものである．今後の

調査によって，さらに情報を蓄積し，熊野灘沖合の離

島の哺乳類相，爬虫類相の解明を進めて行きたい．
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